平成１７年度浜松地区班長訓練野営

テーマ

めざせ、野営の匠

野外で行なう活動で、起こりうる全ての事を予測し、安全に、そして環境にも最善の対処ができ野外活動が楽しく行なえるように支援できる人。　　　　　　　　（頼りになる人）

　　　　　　　　　　　　巧とは　　広く技能、工作者の意味

　　　　　　　　　　　　　　　　　　職人、技能者の事

巧とは　　わざ、技能、じょうず、うまい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　口先のたしなこと、（いつわり、功詐）

頼りになる人

　　　　　　・約束を守る

　　　　　　・すべてに公正であれ

　　　　　　・コミュニケーション

　　　　　　・柔軟性

　　　　　　・班員について知る

　　　　　　・代表すること

　　　　　　・模範を示すこと（スキルの向上）

セッションの進め方


	§3/５
	徹営について


　　　　13時00分　～　13時30分（　30分間）　担当者　浜松２８団　佐藤 　　　
	◇目　　　標

　徹営作業は、設営やプログラムと同様に重要であることを理解させる。

◇指導上のねらい

　・大原則【来た時よりも美しく、残すものは感謝のみ】の指導。

　・徹営は、次の設営につながると言う事の指導。

　・安全に配慮する事の指導。（気の緩みによるケガ等）

◇留　意　点

　　1．教材・教具　　２．食糧品　３．炊具　　4．資材　　５．テント類

　　　について説明する。

　　　　

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　　スカウトハンドブック

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	13：00

（5分）
	自己紹介＆歌「おきての歌」


	

	展　開
	13：05

(20分)


	①自然を愛する心を持とう！

　☆ｽｶｳﾄ環境行動ｽﾛｰｶﾞﾝを読ませる。

　（常に心がけていれば、良い徹営が出来る。）

（参考）

　・分別はなぜ必要か？

　・水質汚染（味噌汁一杯を綺麗にするには？）

【来た時よりも美しく、残すものは感謝のみ】
②徹営は、次の設営につながる！
　☆徹営をしっかりやれば次の設営が楽になる

「設営は徹営までが設営だ。しかし、徹営は設営から始まっている」
③徹営の順序

　☆ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄをｽｶｳﾄに読ませる。

④徹営につての注意

　☆ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄをｽｶｳﾄに読ませる。

　☆徹営時の安全について

　（最後の最後にケガを起こしやすい！）

⑤点検

　☆ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄをｽｶｳﾄに読ませる。


	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP56

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP227

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP357

ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ序文

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP59

ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ１．

ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ2．

ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ3．

	まとめ
	13：25

（5分）
	☆下記3点の再確認。

・大原則【来た時よりも美しく、残すものは

　感謝のみ】。

・徹営は、次の設営につながると言う事。

・安全に配慮する事（気の緩みによるケガ等）

	


　　　徹営について

　　　　　　　　　　　　　　　　

スカウトキャンプにおいて、徹営作業は、設営やプログラムとともに重要であり、徹営時の誤りは手直しする事が出来ない。ものによっては、その後のキャンプにも影響する場合も有りうるので、間違いは許されない。しかしキャンプ中は、徹営の指示が出るまでは、毎日設営と改善の作業を続けなければならない。

1． 徹営の順序

（1） 徹営の準備

1 本部等から借用した物で用済みのものを返却する。

2 ゴミを分別する。生ゴミ、可燃物、不燃物、資源物、持ち帰りゴミ、焼却ゴミ等、指示により分別する。

3 用済みの用具、教材を荷造りする。

4 炊具、食器も最小限度を残して洗い、乾燥して、荷造りをする。

5 テント、フライシート等のゴミ、汚れ等を落としておく。

6 班長会議で徹営の手順と、各班の分担をよく打ち合わせておく。

（2） 徹営開始の順序

１個人装備、携行品の整理、荷造りをする。

２テント、フライシートの乾燥をする。

　　　３．工作物の撤去、ガスコンロ及びボンベ等の整理、収納をする。

４．炊具、食器の整理、収納をする。

5． 居住テント、食堂フライシートの撤去、収納をする。

6． 便所の清掃、ゴミ穴の埋め戻しをする。

7． サイトの整地、清掃をする。

２・徹営についての注意

（1） テント

1 テントは十分乾燥するまで倒さない。雨でぬれた場合は、後日乾燥させる。

2 個人装備、携行品は全部テントの外へ出し、一ヶ所にまとめる。グランドシート、フライシートを十分乾燥させる。

3 テントの張り綱をはずし、同時にペグを抜いて洗浄し、員数を確認して乾燥させる。

4 十分乾燥されたテントを、立てた時と逆の順序で元のようにたたむ。

5 フライシート、グランドシートをたたむ。

6 テントの装備を点検し、設営時の数表と照らし合わせ、確認してから収納する。

（2） 教材・教具

　　　1．最初の状態に整理し返納する。

　　　２．班内の工作物・展示物で、指示があつ場合は班内で相談して自由に持ち帰つてよい。

　　　３．余つたものは、教材箱とは別にして返納する。

（３）炊事場、炊事用具

1 炊事用具は元のようにきれいに洗い、十分乾燥して収納し、荷造りする。

2 炊事場その他の工作物

3 汚水溜等の生ゴミは拾い集めて、分別した生ゴミと一緒に指定の場所に集める。

4 可燃物、不燃物、資源物、持ち帰りゴミ、焼却ゴミ等、分別したゴミを指定の場所へ集積する。

（4） 資材

１．竹・木など種別にし、それを長短別に分類して束ねる。

（5） 食糧品・廃棄物

　　　１．余りの物は班で相談して持ち帰る、しかし、不用の場合は回収する。

２．燃えるものは全て燃やす。

３．燃えない物だけ返納する。

３、点検

（1） 徹営作業が完了した班は、指導者の点検を受ける。

（2） 正装になり、荷物をまとめて帰り支度ができたら、全員でｷｬﾝﾌﾟ地のゴミを拾い正装する。

（3） 忘れ物がないか調べる。

キャンプ地をもとに姿にして大自然にもどし、感謝のみを残して立ち去るのが、スカウトキャンプの大原則である。

【来た時よりも美しく、残すものは感謝のみ】

メモ欄

セッションの進め方


	§　
	国旗儀礼


　　　　　９時１５分　～　　９時４５分（　３０分間）　担当者　浜松19団　渋谷　
	◇目　　　標

　野外で国旗をひろげての掲揚と降納が出来る。

◇指導上のねらい

　国旗の掲揚、降納の方法はもとより、国旗に対する正しい理解と扱い方を

　知ってもらう。

◇留　意　点

　時間が少ない為、ハンドアウトとして資料を渡し、復習出来るようにする。

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　　・国旗

　　　・国旗ポールセット

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　　・日本の国旗（スカウトライブラリー）より抜粋資料。

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	1分
	国旗の正しい扱い方

　「ただ揚げればよい」という気持ちでは、

「あなたの誠」があらわれない！


	日本の国旗

(ｽｶｳﾄﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ)

P53

	展　開
	1分

3分

1分

10分

1分

10分

1分

1分
	野外での掲揚法

１．国旗の加工

　　※旗布とロープ

２．国旗を「あげづな」にとりつける結索法

　　※ひとえつぎ、ふたえつぎ

３．国旗掲揚前の作業

　　※事前準備

４．掲揚法

　　①国旗を開いたままあげる方法

　　②国旗を巻いたままあげて、上で開く方法

５.外国国旗との併掲法

国旗の降納法

５．降納法(Ａ)

６．降納法(Ｂ)

７.併掲の場合の降納法


	日本の国旗

(ｽｶｳﾄﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ)

P71

P72

P74

P74

P82

P87

P88、P57～59

P90

P91



	まとめ
	1分
	クイズ

・国旗の縦横寸法比率は？（２：３）

・日の丸の大きさは（縦寸法比率）？（３/５）

・初めて日の丸が外国で揚げられたのは、いつ

　どこで？（1860年、米国。）咸臨丸

※日本の国旗（ｽｶｳﾄﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ）を読むと

　面白いですよ！


	


セッションの進め方


	§　
	ｳｯﾄﾞﾊﾞｯｼﾞ研修所追加課題


　　　　１３時００分　～　１６時００分（１８０分間）　担当者　浜松19団　渋谷
	◇目　　　標

①特修章「ハイキング章」課目を体験する。

②１／２５０００の地形図に５００メートル毎の方眼線を書き入れる事が出来る。

◇指導上のねらい

ＢＳ部門のリーダーとしての「地図とｺﾝﾊﾟｽ」に関する技能を修得していただく。

◇留　意　点

受講者のバラツキ（経験有無）→　経験なし、として指導する。

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　　・地形図（1/25000）　☆個人の持ち物

　　　・シルバコンパス　　　☆個人の持ち物

　　　・座標定規　　　　　　☆個人の持ち物

　　　・50ｃｍの定規　　　　★浜松地区準備

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　　・スカウトハンドブックの中から関連する部分のコピーを用意する。

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	13:00

(５分)
	自己紹介

第３８期班長訓練野営に関する話。

（説明したにも関わらず1/4が正しい方眼線

　を書けなかった！etc）

※班訓は面白い！来年指導者として参加してね！


	

	展　開
	13:05

14:00
	パトローリングの歌

※歌を歌いながらﾊﾟﾄﾛｰﾘﾝｸﾞを学。

ハイキングのいろいろ

・ﾊｲｷﾝｸﾞのいわれ、ﾊｲｷﾝｸﾞの種類

ハイキング中の安全対策　

　・道に迷ったら！

読図ハイクに挑戦！

　・便利な方眼線（方眼線を引くと正確に位置

　　　　　　　　　が掴めます！）

　・方眼線の引き方

　　※1mmｽﾞﾚﾙと25m狂います！

　　※なぜ磁北線を引くのか？

　・座標読みの練習

　　※ここのﾎﾟｲﾝﾄは、いくつ？

　　※ﾎﾟﾝﾄ○○○○○○には何がある？

　　※地図記号の確認

シルバコンパスの使い方

　・進路を発見しよう！

　　※県ｷｬﾝﾎﾟﾘｰ遭難事件

　・ｼﾙﾊﾞｺﾝﾊﾟｽの構造＆名称

　・地図上の現在位置から目的地への進み方

　　※浜松城跡へ行こう！(地図上の距離読み)

　・クロスベアリングの紹介(ｱｸﾄ&TV棟)

指令分に従い読図ハイク（高中、城北高付近）

　※方位角、直線距離、標高差

　※サムリーディングの説明。
	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

P65

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

P86～87

P62～

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

P108、106

50cm定規

P103

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

P92

P93

	まとめ
	15:50

16:00


	質疑応答

スカウトハンドブックの紹介

　※旧特修章と新ﾀｰｹﾞｯﾄﾊﾞｯｼﾞ

　※方位が分かるようになるゲームetc

　（ゲームをしながら楽しくスキルＵＰ）

　

実習終了
	ﾊｲｷﾝｸﾞ章課目＆ﾀｰｹﾞｯﾄ課目

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

P93


指令書　１

フレッシュなＢＳリーダー諸君へ！

※ＢＳの良きリーダーになる為の必要な技能のひとつ「ハイキング章」に

　チャレンジせよ！

①現在位置（201,138）より290°方向へ進め。

②ﾎﾟｲﾝﾄ（197,138）を北へ進め！

③ﾎﾟｲﾝﾄ（196,141）を250°へ進め！。

④ﾎﾟｲﾝﾄ（192,141）で次の指令書を見よ

指令書　2

⑤ﾎﾟｲﾝﾄ（192,141）～（192,145）の距離を歩測せよ！

　※地形図上の距離と、歩測結果を確認。

⑥ﾎﾟｲﾝﾄ（192,145）を東南東へ進め！

⑦ﾎﾟｲﾝﾄ（195,145）付近で空を見よ！

　※上空を走っている物（線）を地形図及び自分の目で確認せよ。

　※また、コンパスにてどの角度に線が走っているか確認せよ。

⑧再び東南東へ進み、ﾎﾟｲﾝﾄ（200,145）にある重要な標しを探し標高を確認せよ！

　※上記確認後、次の指令書を見よ。

指令書　3

ﾎﾟｲﾝﾄ（201,138）へ戻れ！

· コースは自分達で地形図を見て設定せよ！（決まったルートを地形図に記入）

　※この間にて善行を一つ以上実行し報告せよ。

　お疲れ様でした！

セッションの進め方


	§　
	スカウトソング


　　１９時００分　～　２０時００分（　６０分間）　担当者　浜松19団　野中　　
	◇目　　　標

・スカウト活動の中で歌は「ちかいとおきて」の教育の有効な手段であること

を理解させる。

・キャンプファイヤーをより楽しいものにする為、沢山の楽しいソングを覚える。

◇指導上のねらい

　

　スカウトソングの有用性を理解しスカウトソングが各団でもっと歌われるよう

導く。

　

◇留　意　点

　眠くなる時間帯のため、極力歌を数多く歌って楽しく学ぶ。

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　　ボーイスカウト歌集

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	
	自己紹介

　テスト（班長訓練野営の歌）全員→班毎

※裏表紙を読み聞かせる。
	スカウト歌集

賞品（お菓子）

裏表紙

	展　開
	
	１. セレモニー・スカウトスピリッツの歌

　①君が代

※歌詞の意味を説明し歌にはいろいろな

思いが込められていることを伝える。

②花はかおるよ（連盟歌）

　　※詩を朗読させる。

　③光の路

※詩を朗読させる。

　④そなえよつねに

　⑤永遠のスカウト

　⑥この道を行く

　⑦世界の総長

２．ハイキングの歌

⑧パトローリング

　⑨どこまでもゆこう

３．活動の歌

　⑩楽しいキャンプの朝

　⑪１０種　野営料理法

　⑫懐かしの野営地

４．ナイトライフの歌Ⅰ（始めの歌）

　⑬月下の営火

⑭火が燃える

５．イエールの歌（アクションソング）

　　※ﾘｰﾀﾞｰの得意技披露！

⑮

⑯

⑰聖者の行進

４．ナイトライフの歌Ⅱ（終わりの歌）

⑱営火の祈り

　⑲夜の歌

　⑳ひとひの終わり


	Ｐ１０

Ｐ１５

Ｐ１６

Ｐ１７

Ｐ２３

Ｐ２４

Ｐ２７

Ｐ４９

Ｐ５８

Ｐ６０

Ｐ８４

Ｐ９０

Ｐ１０７

Ｐ１０８

吉川さん

長尾さん

渋谷さん

Ｐ９８

Ｐ９９

Ｐ１１６



	まとめ
	
	歌は歌わないと忘れてしまします。

※いい歌を沢山歌いましょう！

後期の営火で自分のレパートリーを増やし

ましょう！


	


セッションの進め方


	§　
	パッキング


　　　　11時05分　～　12時00分（　55分間）　担当者　浜松19団　中村　学　
	◇目　　　標

　　後期に、移動キャンプがある為、パッキングの基本を最低限マスターさせる。

◇指導上のねらい

　　一方的な解説に終わらず、ゲームを通して理解を深めさせる。

　　　※良い事例を紹介し誉めたたえる。

◇留　意　点

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　　・パッキングの見本（良い例、悪い例）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　　・歌詞カード

　　　・個人装備ﾘｽﾄ

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	
	自己紹介

歌（おきての歌）


	歌詞カード

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ(SHB)

を用意させる。

	展　開
	
	１レベルチェック

※ﾊﾟｯｷﾝｸﾞの指導を受けたことがあるか？

※今回自分でﾊﾟｯｷﾝｸﾞしたか？

２ﾊﾟｯｷﾝｸﾞの基本解説（SHB：79ﾍﾟｰｼﾞ）

３ゲームをしながら学習

　※誰が一番早く取り出せるか？

　①雨具（SHB：74、75の解説）

　②軍手（設営時殆どのｽｶｳﾄが使わない？）

　③懐中電灯（電池の処理）

　④米（二重袋詰めの指導）

　⑤着替え（ﾋﾞﾆｰﾙ袋の中に入れる）

　　（③～⑤SHB：80、81）

　⑥お菓子？（SHB：78の解説）

　※万一に備えて持っていくと便利なもの

４良いﾊﾟｯｷﾝｸﾞ悪いﾊﾟｯｷﾝｸﾞの体験

· 軽いものは下、重いものは上。

· 背中にあたる部分には柔らかいもの。

５個人装備ﾘｽﾄにチェックをしながら再度

　パッキング

　

６ﾀｰｹﾞｯﾄﾊﾞｯｼﾞＥ１－３サイン

（2泊3日のｷｬﾝﾌﾟに必要な個人携行品一覧表を　

　作成し、正しくﾊﾟｯｷﾝｸﾞを行なう。）


	ﾊﾟｯｷﾝｸﾞｻﾝﾌﾟﾙ

個人装備ﾘｽﾄ

	まとめ
	
	※忘れ物に注意！（終了後必ず有り）


	


セッションの進め方


	§　
	ヤーン（水の５則）


　　２０時００分　～　２０時３０分（　３０分間）　担当者　浜松19団　大石 一麻 　　　
	◇目　　　標

今回の班訓のテーマは「水のふるさと、僕らの故郷調査隊」であり、移動キャンプの

目的は、その有難さを見失いがちな水に影響を与える様々なものを調査し、緑の尊さ

自然環境の大切さを実感させる為に行ないます。

　この移動キャンプ先の夜、宗教へのいざないを含めて「ヤーン」にて更に「水」の

尊さ、その循環の様を通して「よみがえりのいのち」を考えさせる。

◇指導上のねらい

　

　水の５則を読み聞かせ、解説を加えながら理解を深める。

◇留　意　点

　一方的な説明に終わらず、スカウトに意見を聞きながら、あるいは考えさせながら

　実施する。

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	
	自己紹介


	

	展　開
	
	１　水の５則を読み聞かせる

　　※身近な事例を交えながら５つの水の

性格を解説する。

　　（山に降った雨=水が栄養を田畑に運び

　　　草木を芽吹かせる。etc）

２　人間と水の関わりを海をもとに話す。

　　※水は人間に欠かせないもの。

３　水の循環を例に地球上のありとあらゆる

ものは巡りめぐっていることに気付かせる

※毎日毎日、生命をよみがえらせ、心を

よみがえらせて生活を営むことの大切さ

　　　を伝える。


	

	まとめ
	
	明日の調査につなげる。

「水の５則」を胸に外見だけではない水の

観察をし「水のふるさと私達の故郷」を

調査して下さい。


	


水の５則

一　自ら活動して　他を働かしむは　水なり。

二　常に　自己の進路を求めて止まざるは　水なり。

三　障害に逢い　激しくその勢力を百倍し得るは　水なり。

四　自らは潔うして　他の汚れを洗い　清濁併せ容るるの量あるは　水なり。

五　洋々として大洋を充たし　発して蒸気となり雲となり雨となり雪と変じ霞と化し

　　凝って玲瓏なる鏡となる　しかも　その性を失わざるは　水なり。

これは、水戸部弥作翁の作と伝えられる「水の５則」です。水の性格をみごとに表現し、しかもその一節一節が、人間の生き方をも同時に示しています。

さて、水というものは、この地球上のいたるところに存在していますが、そのほとんどを蓄えているのが海です。海は漁場として、人間の暮らしに密接にかかわってきましたが、

そればかりではなく、「わたつみの神」のおわすところ、「海幸彦」がその幸を守るところとして、神々の御代から今日にいたるはるかな時間の中で、信仰の対象となり、また多くの神話の舞台ともなってきました。最近では、新たな資源開発の場として、あるいは漁場水域や領海、防衛海域の問題などと、その内容は神話とはほど遠いものとなってしまいましたが、人間と海のかかわりは、今後もなお、永久に続いていくことでしょう。

この海より発して、水は霧となり、雲となり、はては雨雪に姿を変え、また海にもどっていきます。この水の循環は、季節の循環と共に農耕を可能にし、また、種まきや収穫の折に行なわれる祭りや神事は、日本人の生活にうるおいと喜びも与えてきたのです。

水や季節に限らず、地球上のありとあらゆるものは巡りめぐっています。

私達はこのことから「よみがえりの命」というものを謙虚に学びとり、毎日毎日、生命をよみがえらせ、心をよみがえらせて、神意にそった生活を営むよう努めましょう。

「信仰奨励のためのスカウトヤーン」より

セッションの進め方


	§Ｂ２
	安全対策・野営管理


　　　　１2時００分　～　１3　時００分（６０分間）　担当者　浜松１２団　西村
	◇目　　　標

　キャンプ　安全確保

◇指導上のねらい

・安全はすべてに優先する

　を具体的　野営活動で、班長として実践できる、キャンプの常識を身につけさせる。

◇留　意　点

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　スカウトハンドブック

　ＫＹシート

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　キャンプ心得

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	５分
	歌（そなえよつねに）

ボーイスカウトにとって　安全とは


	ホワイトボード

（歌詞　板書）

	展　開
	１０分

１０分

１０分

１０分

１０分
	班長・次長にとって安全とは

　・危険な状態にならないようにする

　・万一危険な状態になったらどうするかを準備しておく

設営場所の選び方

　・どんな危険があるか→避けるには

火の取り扱い

　・どんな危険があるか→避けるには

テントと健康

　・どんな危険があるか→避けるには

炊事（火の取扱以外）と健康

　・どんな危険があるか→避けるには

キャンプと健康

　・食べる・寝る・出す


	ＫＹシート

ＫＹシート

ＫＹシート

ＫＹシート

	まとめ
	５分
	地区班長訓練野営心得を配布

　（ルール）


	地区班長訓練野営心得


・ボーイスカウトにとって安全とは

　　「いつも他の人々を助けます」は自分を犠牲にして他の人を助けるのか？→×

　　　　東京都レスキュー部隊（新潟県地震で大活躍）　

自分の安全を確保しつつ人を助けるため　日々厳しい訓練

　　安全の反対は？　　　危険！！　→危険な事態に陥らないこと、起こさないこと
　　危険な事態に陥らないために　　　×家に引きこもる

　　　　　　　　　○「備えよ常に」＝人のためにも自分のためにも準備ができている

　　　　　　　　　　　　　　　　　→危険な事態に陥らないこと、起こさないこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方法を身につけておくこと

　　　安全はすべてに優先する

　　　自分の安全は自分で守る

　　　ルールを守る

・班長・次長にとって安全とは

　　　自分の安全は自分で守る・ルールを守る　のは当然（＝一級スカウト）

　　　カブスカウトのモットー・・・いつも元気

　　　カブスカウトのやくそく・・・ぼくはまじめにしっかりやります

　　　　→元気でまじめなスカウトがボーイ隊　班員として　上進してくる

　　　彼らが自分の安全を自分で守れるように指導するのは　班長の役目

（次長はそれを助ける）

・設営場所の選び方　スカウトハンドブック　ｐ２６５

　　　追加：万一　の地震への備え　落ちてくるものが近くに無い、津波にそなえる

・火の取扱　　　　　スカウトハンドブック　ｐ１９５

・テントサイトと健康　　　スカウトハンドブック　ｐ２６７

　　　強調：整理整頓、乾燥の重要さ

・炊事（火の取扱以外）と健康　スカウトハンドブック　ｐ２２６

・キャンプと健康　　　　　　　スカウトハンドブック　ｐ３３３，ｐ３４２

　　　強調：睡眠の重要さ

　　　　　　出す（トイレ）の重要さ

地区班長訓練野営　心得

１．
装備



①
班装備は使用前に数量を確認し、記録しておくこと。



不足の装備は初日の設営時に申し出ること


②
撤営時には、装備のよごれをとり、よく乾燥させ、数量を確認したうえ

　　　　　　　で返却すること

２．
設営、撤営



①
設営、撤営時に、予備のブルーシート等を利用し個人装備を管理する事、


②
工具使用時には、周辺、自分に怪我をさせないよう気を配ること

３．
火



①
薪を使用する


②
火をつけてから消すまで、いつも誰かが見守ること


③
万一に備え、水を用意すること


④
サイトから、全員が離れるとき、必ず完全に消化すること

４．
水



①
飲食に使用する水は、炊事場から　サイトに運んで使用する


②
排水は、穴を掘り、固形物をざるでこしてから捨てること



撤収時には穴を埋めること


③
生水は沸かしてから飲むこと

５．
時間管理



①
時間の管理は各班でタイムキーパーを決め、各班で行うこと


②
活動予定は掲示板に掲示する。


③
集合時間３分前には、活動場所で活動準備が出来ていること

セッションの進め方


	C1
	移動キャンプ企画　(3/21)


　　　　１４時３０分～１７時００分（１５０分間）　担当者　西村　清矢（１２団）
	◇目　　　標

　基本的なキャンピングの技能を修得する

◇指導上のねらい

　・キャンプ目的

　・キャンプ安全確保

　・キャンプ基本技能

　・キャンプ装備

　を理解させ

　・班キャンプを計画

　できる　１級スカウトを育てる

◇留　意　点

　キャンプ企画手順を、順に行い、プログラムを実行するだけではなく

スカウト自ら「企画する」活動に　目覚めさせる

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　・スカウトハンドブック　,ソングブック（各自　持参）

　　・模造紙（計画発表用）　（本部、各班）

　　・掲示板（計画発表用）　（本部、各班）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　・移動キャンプ企画　想定文

　　・いなさ湖周辺地形図

　　・静岡県立観音山少年自然の家　自然観察案内図

　　・実施計画書書式

◇そ　の　他

· １級進級科目１－１～４、

· ターゲット科目：キャンプ企画Ｅ１－１～６、

　　　　　　　　　　キャンプマネジメントＥ７－５、食料Ｆ１－２

　（注：3/22の下見：キャンプ企画Ｅ１－４、キャンプクラフトＥ３－１

　　　　　　　　　　自然愛護Ｇ１－１）


セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	14:30

14:40
	キャンプソング

持ち物確認

　模造紙配布


	ソングブック（各自）

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

模造紙

掲示板

	展　開
	14:50

15:20

15:30

15:50

16:20
	移動ｷｬﾝﾌﾟ企画準備（30分）

・ｷｬﾝﾌﾟ企画手順説明　（5W1H）

・ｷｬﾝﾌﾟ企画想定提示

1 日時（集合、解散）

2 役務分担（会計、備品、記録、食料、安全）

3 ｷｬﾝﾌﾟﾒｲﾝﾃｰﾏ決定（実施計画書記入）

休憩（１０分）

移動ｷｬﾝﾌﾟ企画作成（55分）

4 地図にて移動ｷｬﾝﾌﾟｺｰｽ（模造紙）

5 タイムスケジュール　（模造紙）

6 下見実施計画
（コース、サイト、トイレ、ゲーム）下見時間　（ハンドアウト）

　　　


	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸp257～259

· 移動キャンプ企画想定文

· いなさ湖周辺地形図

・静岡県立観音山少年自然の家　自然観察案内図

・実施計画書書式



	まとめ
	16:50
	モデル発表（良くできている班）


	


セッションの進め方


	C1
	移動キャンプ企画コース下見　(3/22)


　　　　９時３０分～１５時００分（３３０分間）　担当者　西村　清矢（１２団）
	◇目　　　標

　基本的なキャンピングの技能を修得する

◇指導上のねらい

　・キャンプ目的

　・キャンプ安全確保

　・キャンプ基本技能

　・キャンプ装備

　を理解させ

　・班キャンプを計画

　できる　１級スカウトを育てる

◇留　意　点

　キャンプ企画手順を、順に行い、プログラムを実行するだけではなく

スカウト自ら「企画する」活動に　目覚めさせる

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　・スカウトハンドブック　,ソングブック（各自　持参）

　　・模造紙（計画発表用）　（本部、各班）

　　・掲示板（計画発表用）　（本部、各班）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）…２１日配布済

　　・移動キャンプ企画　想定文

　　・いなさ湖周辺地形図

　　・静岡県立観音山少年自然の家　自然観察案内図

　　・実施計画書書式

◇そ　の　他

· １級進級科目１－１～４、

· ターゲット科目：キャンプ企画Ｅ１－１～６、

　　　　　　　　　　キャンプマネジメントＥ７－５、食料Ｆ１－２

　（注：3/22の下見：キャンプ企画Ｅ１－４、キャンプクラフトＥ３－１

　　　　　　　　　　自然愛護Ｇ１－１）


セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	9:30

9:40
	キャンプソング

持ち物確認

　下見実施計画


	ソングブック（各自）

ハイキング装備



	展　開
	9:50

11:20

12:20

14:00


	移動ｷｬﾝﾌﾟ企画下見（250分）

　下見ハイキング

　　・コース図

　　・課題

　サイト到着

昼食

　　・サイト図作成

　ハイキング

　　・コース図

　　・課題

帰着

移動ｷｬﾝﾌﾟ企画作成

　　・２泊３日献立（模造紙）


	· 移動キャンプ企画想定文

· いなさ湖周辺地形図

・静岡県立観音山少年自然の家　自然観察案内図

・実施計画書書式



	まとめ
	14:30

15:00
	各班発表

終了


	


移動キャンプ企画想定文

· ２００３年夏　浜松地区ＧＢ隊は緑の郷にて　２泊３日の隊キャンプを行う予定である

· その隊キャンプの中で、班毎に　観音山にて、１泊の移動キャンプを実行せよ

· 移動は片道２時間以内とし、必ず天竜市を眺めること

→各班で　移動キャンプの実施計画を作れ

· 実施基本計画及び下見実施計画　２１日完成

· 下見報告及び移動キャンプ実施計画　２２日完成

移動キャンプ企画のやり方

１：何をやりたいか→実施内容（what）

２：そのテーマは→実施目的（why）

２：いつやるか、できるか→日程（when）

３：どこでやるか、できるか→場所、コース（where）

４：誰が、やれるか、→参加者、役割分担（who）

５：どのようにやるか→持ち物、実施内容詳細、安全配慮（how）

セッションの進め方


	C1
	移動キャンプ企画　(3/7)


　　　　１２時３０分～１４時３０分（１２０分間）　担当者　西村　清矢（１２団）
	◇目　　　標

　基本的なキャンピングの技能を修得する

◇指導上のねらい

　・キャンプ目的

　・キャンプ安全確保

　・キャンプ基本技能

　・キャンプ装備

　を理解させ

　・班移動キャンプを計画

　できる　１級スカウトを育てる

◇留　意　点

　キャンプ企画手順を、順に行い、プログラムを実行するだけではなく

スカウト自ら「企画する」活動に　目覚めさせる

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　・スカウトハンドブック　,ソングブック（各自　持参）

　　・模造紙（計画発表用）　（本部、各班）

　　・掲示板（計画発表用）　（本部、各班）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　・移動キャンプ企画　想定文

　　・いなさ湖周辺地形図

　　・実施計画書書式

◇そ　の　他

· １級進級科目１－１～４、

· ターゲット科目：キャンプ企画Ｅ１－１～６、

　　　　　　　　　　キャンプマネジメントＥ７－５、食料Ｆ１－２

　


セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	12:30

12:40
	ソング

　（ハイキングの歌）

持ち物確認

　模造紙配布


	ソングブック（各自）

（模造紙に歌詞）

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

模造紙

掲示板

	展　開
	12:50

13:10

13:20

13:50

14:00
	移動ｷｬﾝﾌﾟ企画準備（２０分）

・ｷｬﾝﾌﾟ企画手順説明　（5W２H）

・ｷｬﾝﾌﾟ企画想定提示

7 日時（集合、解散）

8 役務分担（会計、備品、記録、食料、安全）

9 ｷｬﾝﾌﾟﾒｲﾝﾃｰﾏ決定（実施計画書記入）

休憩（１０分）

移動ｷｬﾝﾌﾟ企画作成（30分）

10 　　　　　にて移動ｷｬﾝﾌﾟｺｰｽ

11 タイムスケジュール　（模造紙）

　---少なくとも　コース完成

　　　（タイムスケジュールは下見時に追加）

休憩（１０分）

12 献立

13 個人装備（班装備分担

　　


	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸp257～259

· 移動キャンプ企画想定文

· いなさ湖周辺地形図

（１人１枚＋班１枚）
・実施計画書書式

（１人１枚＋班１枚）



	まとめ
	14:20
	モデル例（良くできている班）発表


	


移動キャンプ企画想定文

· ２００４年　浜松地区ＧＢ訓練で、班毎に　滝沢ｷｬﾝﾌﾟ場への、１泊の移動キャンプを計画せよ

· 移動は片道２時間以内とし、必ず下記ポイントを通過すること

・移動キャンプ中に、最低　３つは　課題を設定すること

→各班で　移動キャンプの実施計画を作れ

· 実施基本計画　３月７日完成

· コース確認、基本技能訓練　３月２０日移動キャンプ出発前

· 移動キャンプ実施　２０日、２１日

注意事項および参考情報

１：通過ポイント

２：通行禁止、危険個所

３：水場

　　緑の郷および滝沢キャンプ場　以外なし

移動キャンプ企画のやり方

１：何をやりたいか→実施内容（what）

２：そのテーマは→実施目的（why）

２：いつやるか、できるか→日程（when）

３：どこでやるか、できるか→場所、コース（where）

４：誰が、やれるか、→参加者、役割分担（who）

５：どのようにやるか→持ち物、実施内容詳細、安全配慮（how）

６：いくらかかるか→費用（how　much）

セッションの進め方


	C1
	移動キャンプ企画　(3/7)


　　　　１２時３０分～１４時３０分（１２０分間）　担当者　西村　清矢（１２団）
	◇目　　　標

　基本的なキャンピングの技能を修得する

◇指導上のねらい

　１）

　・キャンプ目的

　・キャンプ安全確保

　・キャンプ基本技能

　・キャンプ装備

　を理解させ

　・キャンプを計画

　できる　１級スカウトを育てる

　２）地形図（２万５千分の１）上に示された目標位置と、現在地点との方位角、標高差、および経路に沿った　歩行距離を読むことが出来る

◇留　意　点

　キャンプ企画手順を、順に行い、プログラムを実行するだけではなく

スカウト自ら「企画する」活動に　目覚めさせる

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

· スカウトハンドブック　,ソングブック（各自　持参）

· 50cm 物差し（今回は30cmでも可）

　　

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　・隊長ﾒｯｾｰｼﾞおよび指示書

・移動キャンプ企画参考

　　・いなさ湖周辺地形図

　　・実施計画書書式

◇そ　の　他

· １級進級科目１－１～４、

· ターゲット科目：ハイキング企画Ｃ１

キャンプ企画Ｅ１－１～６、

　　　　　　　　　　キャンプマネジメントＥ７－５、食料Ｆ１－２　


セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	12:30


	ソング

　（ハイキングの歌）


	ソングブック（各自）

（模造紙に歌詞）



	展　開
	12:40

13:00

13:20

13:30

14:00

14:10


	移動ｷｬﾝﾌﾟ企画準備（２０分）

・隊長ﾒｯｾｰｼﾞおよび指示書提示

・ｷｬﾝﾌﾟ企画手順説明　（5W２H）

・ｷｬﾝﾌﾟ企画条件提示

見取り図用地形図準備（２０分）

①座標線を引く

休憩（１０分）

移動ｷｬﾝﾌﾟ企画作成（30分）

②　企画参考にて移動ｷｬﾝﾌﾟｺｰｽ　色鉛筆

③　個人装備、班装備リスト

休憩（１０分）

④タイムスケジュール　歩行距離、時間

　　


	隊長ﾒｯｾｰｼﾞおよび指示書提示

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸp257～259

· 移動キャンプ企画参考

· いなさ湖周辺地形図

（１人１枚＋班１枚）
・実施計画書書式

（１人１枚＋班１枚）

※最低③まで完成



	まとめ
	14:25
	各班　実施計画書　１部提出
	未完成部分を

移動キャンプ出発前に完成させる

（ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ等）


移動キャンプ企画




以下の順番で企画を進め　実施計画書を完成し、各班１部提出すること

１：実施内容、２：実施目的

　　　　　　　　　　　：隊長指示書による
３：日程（when）　　：２００４年３月２０日、２１日

　　　　　　　　　　　　３月２０日　ＡＭ１１：３０には出発のこと

ＰＭ４：００には目的地到着のこと

　　　　　　　　　　　　３月２１日　ＡＭ８：００には出発のこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭ１１：００には出発地に帰着し隊長に帰着報告をする事

４：場所、コース（where）

　３月２０日　：緑の郷キャンプ場　：座標　185,105　を出発し

192,090　　193,084　　　　212,076　　

218,073　　　204,065　　　210,044

205,044　　　の各ポイントを通過し

目的地　滝沢キャンプ場　　：座標  201,029　を目指す

　３月２１日　：　　　　　205,044　　210,044　　220,058　　226,060

214,081: 付け替え県道地点を通過し　出発点に戻る

注意事項および参考情報

１：通行禁止、危険個所

   山道を飛ばす車, 砂利を運ぶトラック（３月２１日経路）に注意

２：水場

　　緑の郷および滝沢キャンプ場　に飲料に適した水場あり

３：班装備は、リーダーに搬送を依頼するが　必要最小限とする。

４：個人装備は、自ら持参する。必要最小限とする。

５：水の汚濁状況観察は安全な場所からの観察にて行うこと

平成15年度浜松地区班長訓練野営テーマ


　スカウト諸君が、これから野営するこの地は、浜松市北部・引佐町・細江町・三ケ日町・湖西市・新居町の皆さんが毎日飲んでいる水道水の水源となっている地域です。

　飲料水は、供給源となる流域から汚れた水が流出したり、森林の伐採やゴルフ場開発などが進むと水質に大きく影響を与えます。

　飲み水は、毎日の生活の中で無くてはならない大切なものですが、島国日本は多雨で温暖な気候など恵まれた環境を保っているため、日々の生活の中でありがたさを見失いかけているのではないでしょうか。

　水は今後、今より悪くなることがあっても、良くなることは無いだろうと言われています。

　なぜならば、森林の管理不良から来る保水・浄水機能の低下、枯死･倒木などによる土砂崩壊の発生、地域開発の増加(例・第２東名の建設)、居住区域の拡大などが要因となるからです。

　今後とも水質を良好に保ち、安全で安定した飲料水を確保する為には、地域が協力し合って水源地の保全を心がけなくてはいけないことだと思います。

　訓練野営中は、この地域の自然環境に目を向けて、山川草木を大切にして、緑の尊さ自然環境の大切さを実感してください。
　　　　　　　　　　　　　　(平成15年度　浜松地区班長訓練野営編成隊長メッセージ)


以下の調査を行う一泊二日の移動キャンプを班毎に計画し、実行せよ。

諸君には、環浜名湖の地域住民の一人として、水がめとなる流域を踏査し、この地域の現状を調査し、皆で話し合い今後どのような形であったら、水環境の保全が保たれるのか報告してください。

1 山林の伐採状況

2 山崩れ土砂崩れの状況

3 地域開発の状況

4 水質の汚濁状況を調査

調査し、話し合った結果は、「水のふるさと、僕らの故郷調査報告書」にまとめ　各班１部提出してください。

移動キャンプの様子は「ハイキング報告書」に記入し全員提出してください。
平成15年度浜松地区班長訓練野営教材

水のふるさと、僕らの故郷調査報告書

	班　　名
	

	　

班員氏名
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	調査年月日
	平成16年3月　　日～3月　　　日　　

	調　　査　事　項

	項目
	現状
	問題点・評価
	感想

	①山林の状況


	倒木などがあったか。

枝打ちなど行われていたか。

森林の中に太陽光線が降り注いでいるか。
	
	

	②山崩れ、土砂崩れの状況


	問題ない

土砂崩壊が心配箇所ｱﾘ
	
	

	③地域開発の状況


	開発地域から流れ出る水の色はどうか。

調査区域にはどんな開発が行われていたか。
	
	

	④都田川の水の汚濁状況


	キャンプ地点

砕石場地点

付け替え県道地点
	
	

	　　　　　

全体的　感想･提言
	

	上級班長のねぎらい･評価
	

	隊長評価・講評
	平成15年度浜松地区班長訓練野営　　編成隊長　引佐2団　西尾　憲洋


· 問題箇所、評価出来る箇所は1/25，000の地形図を使って座標値を記入し　　

　てください。

セッションの進め方


	Ｂ５
	技能訓練（救急）


　　　　10時10分　～　10時50分　　　　　　　　　担当　　湖西　1団　戸田　　　
	◇目　　　標

　野外活動中に発生が予想される上肢骨折等に対する応急処置法を予め修得させ、身体の機能を損なったっり。失わなくてもよい生命を失うことから自分、また他の人々も守ることができるようする。

　これを以て、「いつも他の人々を助けます」という「ちかい」の根底にある奉仕の精神を、日常生活で発揮できるようにする。

◇指導上のねらい

　・骨折の一般的症状及び、処置の重要点の理解

· 副子の種類と条件について理解

· 上腕骨折及び前腕骨折の処置法の実施

· 急造担架の作成と搬送

◇留　意　点

　・キャンプ生活の中で何が副子として利用できるか考えさせ、実際に作成させる。

· 班ごとに代表者に応急処置を実施させる。

· 毛布による急造担架作成のほか、制服等でも担架として利用できることをスカウトに実感させる。

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　・救急法ハンドブック

　・副子の材料：新聞紙、ダンボール、竹

· タオル、三角巾

· 担架用の竹、毛布

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　　

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	10:10
	キャンプソング

骨折の一般的症状及び、処置の重要点の説明
副子の種類と条件説明


	救急法ハンドブック

P41～42

	展　開


	10:15

10:25

10:35
	上腕骨折の応急処置の実施

· 新聞紙による副子の作成

· タオル又は三角巾による副子の固定

· 前腕の全巾つり

· たたみ三角巾による固定

前腕骨折の応急処置の実施

· ダンボールによる副子の作成

· 以下同上

竹及び毛布による急造担架の作成

竹と制服による担架の作成
	救急法ハンドブック

P45～47  P66～70

新聞紙

タオル

三角巾

ダンボール

竹２本

毛布1枚



	まとめ


	10:45


	· 骨折処置の重要点の確認

· キャンプ生活で何が副子として利用できるか
	


セッションの進め方


	§　
	技能訓練　救急


　　　　　１０時４０分　～　１１時２０分（　４０分間）　担当者浜松１２団　西村　
	◇目　　　標

　自分や他の人が怪我をした場合や、身体の具合が悪くなったりしたときに、他の人と協力して応急処置ができるようにする

◇指導上のねらい

　三角巾（代わりにネッカー使用）の使い方の習得

　急造担架の作り方、患者の運搬方法の習得

◇留　意　点

　患者の顔を運搬中も見守れるような方向で搬送する

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　　　竹、毛布（防寒着）、スカウトネッカチーフ

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　　　別紙：三角巾の使い方、急造担架の作り方

◇そ　の　他
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セッションの進め方


	§　
	地図とコンパス（3/22）


　　　　10時30分　～　12時00分（　90分間）　担当者　野中　宏雄(19団)　　　　　 　　　
	◇目　　　標

　・一級挑戦キャンプ（移動）を全員が無事成功出来るよう指導する。

◇指導上のねらい

　・地図の読み方を理解させる。

　・シルバーコンパスの使い方を理解させる。

◇留　意　点

　・全員が確実に理解出来るか？→最低でも、班長が理解（地図上にコースを落とし込む）
　　　　　　　　　　　　　　　　している事を確認した後、出発させる。　　　

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　・進歩の手引き

　　・地図

　　・座標定規

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	
	一級挑戦キャンプの概要説明

・山間部を通るコースである。道を間違えると

　遭難の恐れあり！（緊張感を持たせる。）


	場所：観音塾

	展　開
	
	①宿題の確認。（方眼線、磁北方向線が引けているか）

※間違えて引いているスカウトがいないか？

　班毎に確認させる。

（間違えているスカウトには正しいものを理解させる。）

②地図の読み方学習

· 宿題：野営地（みどりの郷）のようすを地形図から読み取り想像

　してくる！　について。　※2～3名に聞いてみる。

（015,245付近は針葉樹林が広がり…という答えが返ってこればBEST）

　※まず無理だろう？

・座標の読み方学習

　※横軸を読み、次に縦軸。（３桁読み）

· 地図を使って練習。

（場所を言って、座標を読ませる。）　　　　　　　　　　　　　　

　　①少年自然の家、②西久留女木小学校、③久留女木橋。

　（座標を言って、何があるか読ませる。）

　　①052、022。②066、060。

　　③016、074。④060、060。※道路幅の違い

　　　　　　　　　　　　　　　を教える。

③ｼﾙﾊﾞｰｺﾝﾊﾟｽの使い方　

· ｺﾝﾊﾟｽの名称を覚えよう

・地図上から目標の方位角を読む

　※観音塾からゴルフ場の建物

　　　　　↓

· 外へ出て実際の方位角を調べる

・地図上で方位角から目標物を調べる

　※方位角１３度に何があるか？

　　　　　↓　

· 外へ出て実際に何が見えるか確認する

· 観音塾から都田川ダムまでのルートを班毎に

まとめ発表させる


	地図、座標定規

黒板に記入しながら。

答え

(①098，047　②052,073　③105,011)

答え

(①学習ｾﾝﾀｰ・②寺院)

(③針葉樹林・④幅員3.0～5.5mの道路)

地図記号：進歩の手引きP108

進歩の手引きP75

答え（２６５度）

答え（少年自然の家）

答え

（101,027を87度の方向へ進み、105,024を215度へ進む。）

	まとめ
	
	指令書を配り概要説明

※昼食を取り、配給を受け、個人装備を整え、　

班毎にルートを地図上に落とし隊長に報告

した後、出発せよ！


	


セッションの進め方


	C2
	地図とコンパス（移動キャンプ出発前確認）　(3/20)


　　　　１０時３０分～１２時３０分（９０分間）　担当者　西村　清矢（１２団）
	◇目　　　標

　基本的なハイキングの技能を修得する

◇指導上のねらい

　１）地形図（２万５千分の１）上に示された目標位置と、現在地点との方位角、標高差、および経路に沿った　歩行距離を読むことが出来る

　２）ハイキング報告書の書き方を理解し、ハイキング時になすべき事を確認する。

　３）移動キャンプに適した装備を選び、パッキング出来る

◇留　意　点

　・分かれ道等での、経路探索方法（パトローリング体制）を確認させる

　・各人の役割分担を明確にさせる

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

· スカウトハンドブック　,ソングブック（各自　持参）

　　

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　・ハイキング報告書

　　

◇そ　の　他

· １級進級科目１－１～４、

ターゲット科目：Ｃ２読図、Ｃ３記録、Ｇ４環境保護


セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	10:30


	ソング

　（ハイキングの歌）


	ソングブック（各自）

（模造紙に歌詞）



	展　開
	10:40

11:00


	移動ｷｬﾝﾌﾟ企画確認　（各班毎　チューター）

・　移動ｷｬﾝﾌﾟｺｰｽ　色鉛筆

・　個人装備パッキング  ・班装備

・タイムスケジュール　歩行距離、時間

　・ハイキング報告書メモ項目

コンパス　技能訓練

　装備を担ぎ、コンパスにて進行方向を知る

　・地図上２１８，０７３地点で進行方向に向く

　　（地図の正置、進行方位セット、セットした

　　　角度に向く）
	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸp257～259

・実施計画書

・ハイキング報告書



	まとめ
	11:30
	各班　実施計画書　１部　隊長提出

　確認後出発


	


セッションの進め方


	§　
	地図とコンパス（3/10）


　　　　１２時３０分　～　１２時４５分（１５分間）　担当者　野中　宏雄(19団)　　　　　 　　　
	◇目　　　標

　　・地形図への方眼線の引き方

　　・地形図への磁北方向線の引き方

　　　を理解させる。

◇指導上のねらい

　　

　　　一級挑戦キャンプ（3/22）に実際使用する地形図を自分で書かせる（宿題）

　　事により、地図を便利に、又、正確に使う事を覚えさせる。

◇留　意　点

　　　・宿題を全員が、ちゃんとやって来るか？

　　　・全員が間違いなく記入出来るか？　→　基準線を引いた物を渡す。

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　　・進歩の手引き（P104～110）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

◇そ　の　他

　　　・地形図（宿題用）




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	
	一級挑戦キャンプの概要説明

・地図と指令書を基に一級課目の総仕上げ

　として挑戦する移動野営。

※地図が読めなければ始まらない！

　　↓

進歩の手引きの地図とコンパスを勉強しよう！
	

	展開
	
	P104　8.地図とｺﾝﾊﾟｽ(1)～(3)を誰かに読ませる

P106(4)～(8)を誰かに読ませる

※地図が読めれば、

　・現在位置と到着地点

　・目標地点までのルート、方角、距離

　・地形のようす（風景、起伏、傾斜）

　を事前に知る事が出来る。

P109(9)地図の使い方①～②を誰かに読ませる

※方眼線を引く事で、よりいっそう正確に

　位置の把握が出来る。

※なぜ磁北方向線を引かなければならないか？

（丸い地球を、平面図にしている為。）

を教える。


	スカウト

スカウト

講師

※ポイント解説

スカウト

講師

※ポイント解説



	まとめ
	
	本番で使用する地形図を渡す。

・方眼線、磁北方向線を本番までに引いてくる

　こと。

・野営地（みどりの郷）のようすを地図から

　読み取り想像してくること。

※シルバーコンパスの使い方を自習してくる

　こと。


	次回までの宿題

の説明。


セッションの進め方


	§3/9
	徹営について


　　　　13時00分　～　13時30分（　30分間）　担当者　浜松19団　野中 　　　
	◇目　　　標

　徹営作業は、設営やプログラムと同様に重要であることを理解させる。

◇指導上のねらい

　・大原則【来た時よりも美しく、残すものは感謝のみ】の指導。

　・徹営は、次の設営につながると言う事の指導。

　・安全に配慮する事の指導。（気の緩みによるケガ等）

◇留　意　点

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　　スカウトハンドブック

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	13：00

（5分）
	自己紹介＆歌「おきての歌」


	

	展　開
	13：05

(20分)


	①自然を愛する心を持とう！

　☆ｽｶｳﾄ環境行動ｽﾛｰｶﾞﾝを読ませる。

　（常に心がけていれば、良い徹営が出来る。）

（参考）

　・分別はなぜ必要か？

　・水質汚染（味噌汁一杯を綺麗にするには？）

【来た時よりも美しく、残すものは感謝のみ】
②徹営は、次の設営につながる！
　☆徹営をしっかりやれば次の設営が楽になる

「設営は徹営までが設営だ。しかし、徹営は設営から始まっている」
③徹営の順序

　☆ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄをｽｶｳﾄに読ませる。

④徹営につての注意

　☆ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄをｽｶｳﾄに読ませる。

　☆徹営時の安全について

　（最後の最後にケガを起こしやすい！）

⑤点検

　☆ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄをｽｶｳﾄに読ませる。


	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP56

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP227

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP357

ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ序文

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP59

ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ１．

ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ2．

ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ3．

	まとめ
	13：25

（5分）
	☆下記3点の再確認。

・大原則【来た時よりも美しく、残すものは

　感謝のみ】。

・徹営は、次の設営につながると言う事。

・安全に配慮する事（気の緩みによるケガ等）

	


徹営について
スカウトキャンプにおいて、徹営作業は、設営やプログラムとともに重要であり、徹営時の誤りは手直しする事が出来ない。ものによっては、その後のキャンプにも影響する場合も有りうるので、間違いは許されない。しかしキャンプ中は、徹営の指示が出るまでは、毎日設営と改善の作業を続けなければならない。

2． 徹営の順序

（3） 徹営の準備

7 本部等から借用した物で用済みのものを返却する。

8 ゴミを分別する。生ゴミ、可燃物、不燃物、資源物、持ち帰りゴミ、焼却ゴミ等、指示により分別する。

9 用済みの用具、教材を荷造りする。

10 炊具、食器も最小限度を残して洗い、乾燥して、荷造りをする。

11 テント、フライシート等のゴミ、汚れ等を落としておく。

12 班長会議で徹営の手順と、各班の分担をよく打ち合わせておく。

（２）徹営開始

1 個人装備、携行品の整理、荷造りをする。

2 テント、フライシートの乾燥をする。

3 工作物の撤去、ガスコンロ及びボンベ等の整理、収納をする。

4 炊具、食器の整理、収納をする。

5 居住テント、食堂フライシートの撤去、収納をする。

6 便所の清掃、ゴミ穴の埋め戻しをする。

7 サイトの整地、清掃をする。

3． 徹営についての注意

（3） テント

7 テントは十分乾燥するまで倒さない。雨でぬれた場合は、後日乾燥させる。

8 個人装備、携行品は全部テントの外へ出し、一ヶ所にまとめる。グランドシート、フライシートを十分乾燥させる。

9 テントの張り綱をはずし、同時にペグを抜いて洗浄し、員数を確認して乾燥させる。

10 十分乾燥されたテントを、立てた時と逆の順序で元のようにたたむ。

11 フライシート、グランドシートをたたむ。

12 テントの装備を点検し、設営時の員数表と照らし合わせ、確認してから収納する。

（4） 排水溝等

溝等は、掘った土を埋め戻し、元のようにならす。

（３）炊事場、炊事用具

5 炊事用具は元のようにきれいに洗い、十分乾燥して収納し、荷造りする。

6 炊事場その他の工作物

7 汚水溜等の生ゴミは拾い集めて、分別した生ゴミと一緒に指定の場所に集める。

8 可燃物、不燃物、資源物、持ち帰りゴミ、焼却ゴミ等、分別したゴミを指定の場所へ集積する。

（6） 便所の清掃を再度行う。

３、点検

（4） 徹営作業が完了した班は、指導者の点検を受ける。

（5） 正装になり、荷物をまとめて帰り支度ができたら、全員でｷｬﾝﾌﾟ地のゴミを拾い正装する。

（6） 忘れ物がないか調べる。

キャンプ地をもとに姿にして大自然にもどし、感謝のみを残して立ち去るのが、スカウトキャンプの大原則である。

【来た時よりも美しく、残すものは感謝のみ】

セッションの進め方


	§　
	読図（太田山）


　　　　8時30分　～　11時30分（45分間×4回＝180分）　担当者　吉川　英夫(細江１団)　　　　　 　　　
	◇目　　　標

· 地図を使うハイキングに求められる読図（地図とコンパス）の技能を身に付けさせる。

◇指導上のねらい

　　

· 座標（方眼）の記入方法と読み方を理解させ、座標値と地図上の位置を相互に正確に表現できるようにする。

· 真北と磁北の違いを理解させ、偏差による磁北線が記入できるようにする。

· 16方位と方位角の呼び方をおぼえ、コンパスで進路を発見できるようにする。

· 地図上で方位角、直線距離、標高差、歩行距離を読めるようにする。

◇留　意　点

· 後期のハイキングで実際に使う地図を使って指導する。

· スカウトの技量差（正確に線を引けない可能性）を考慮し、実際のハイキングに支障が出ないような地図を作成・配布する。

　　　　　　※ ハイキングコースの範囲は「記入例」として正しく座標線を引いておく etc.

◇用意するもの

　　* 教　　具（セッションに用いる器具）

· スカウトハンドブック　（P.92～111）

· 座標定規

· シルバコンパス　　　　　※スカウトの個人装備として用意させる

　　* ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

· 配布用1/25,000地形図（気賀＋伊平）

· 「練習問題プリント」　（A4版×1枚）　・・・別途作成する

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	1/1


	· スカウトハンドブックのP.92（1～3行）を読ませる。

※地図とコンパスの使い方が大切であることを認識させる。


	スカウトハンドブック

	展開
	1/2

5/7

3/10


	【コンパスの使い方】

１．方位・方位角

· P92　「方位」を読ませる。

· 16方位と方位角について理解できているか確認する。

Q：「北東は方位角何度ですか?」

　「方位角225°の方位は?」

· P93の写真を使いコンパスの部位名称を説明。

（磁針、進行線、矢印、度数リングを各自に確認させる）
	シルバコンパス



	
	3/13

1/14

3/17

1/18

1/19

10/29

5/34

1/35

1/36

8/44
	【地図の使い方】

１．座標

· P104～105　「地図を読もう」を読ませる。

· 地図を配る。

Q：「太田山野営場はどこにありますか?」

　「わからない人に教えてあげることができますか?」

　　（方眼線がないため説明し難いはず！）

· P106　「座標読み」を読ませる

※左下がたて･横の基準であることを説明する。

· 「練習問題プリント」を配布する。

· 練習問題を解かせる。

· 回答の解説をする。

※座標とは点ではなく、面であることを徹底させる。

ex. (010020)は(011021)を対角とする正方形の範囲

２．磁北線

· P103　「磁北線」を読ませる

· なぜ磁北方向線を引かなければならないか（地図の北とコンパスが示す北が一致しない理由）を教える。

· 配布した地形図に方眼線、磁北方向線を引かせる。

※時間がなければ宿題とする。（来週までに完成させておく）


	配布用地形図

練習問題プリント

	まとめ
	1/45


	· 来週のハイキングでは、実際にこの地図を使って実施することを伝える。

· 方眼線・磁北線の記入を完了させる。

· 持って来ることを絶対に忘れないこと。
	


セッションの進め方


	§　
	読図（太田山）


　　　　１２時３０分　～　１２時４５分（１５分間）　担当者　野中　宏雄(19団)　　　　　 　　　
	◇目　　　標

　　・地形図への方眼線の引き方

　　・地形図への磁北方向線の引き方

　　　を理解させる。

◇指導上のねらい

　　

　　　一級挑戦キャンプ（3/22）に実際使用する地形図を自分で書かせる（宿題）

　　事により、地図を便利に、又、正確に使う事を覚えさせる。

◇留　意　点

　　　・宿題を全員が、ちゃんとやって来るか？

　　　・全員が間違いなく記入出来るか？　→　基準線を引いた物を渡す。

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　　・進歩の手引き（P104～110）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

◇そ　の　他

　　　・地形図（宿題用）




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	
	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ（SHB）のP92を読ませる。

上から三行。

※と言うことで地図の使い方＆コンパスの

使い方を勉強しましょう！


	SHB：P92

	展開
	
	【地図の使い方】

P104～105　地図を読もう　を誰かに読ませる

※気賀（A4）地図を配る。

Q：太田山の位置を説明させる。

　（方眼線がないため説明し難いはず！）

P106　座標読み　を誰かに読ませる

※正確に位置を読み取れることを分からせる。

P103　磁北線　を誰かに読ませる

※なぜ磁北方向線を引かなければならないか？

（丸い地球を、平面図にしている為。）

を教える。

※方眼線、磁北方向線を引かせる。

（左下が基準であることの説明要。）

【コンパスの使い方】

P92～93　方位　を誰かに読ませる&コンパスの

部位名称説明。（磁針、進行線、度数リング）

P94～95　を誰かに読ませる

※太田山（A3）地図を配る。

　・太田山の読み説明(039,081)。

　・方広寺の読みは？など座標が読めるか確認。

　　※数問出題。

　・座標を示しどこか言わせる。

　　(074,020)には何がある？

　　※数問出題。

　・太田山から方広寺の方位が読めるか？

　　(ｼﾙﾊﾞｰｺﾝﾊﾟｽの使い方確認)

　・(070,014)から(080,011)には何がある？

またその方位は？

（テスト）

私はどこにいるのでしょうか？

・１３６度の方向に竜石山が見える

・２０４度の方向に奥山の小学校が見える

・真上に送電線が見える


	スカウト

スカウト

スカウト

スカウト

スカウト

スカウト

スカウト

(011,118)

澪つくし橋

(３３０)

(送電線)

(１１６)

(047,151)

	まとめ
	
	座標とは点ではなく、面であることの徹底。

(010,020)は(011,021)を対角とする正方形の

範囲！


	


セッションの進め方


	
	班会議・班長会議・班集会企画　(3/22)

班集会・隊集会・班長会議　（3/23）


3/22　１５時００分～１７時００分（１２０分間）　担当者　吉川　英夫（細江１団）

3/23　０９時００分～１１時３０分（１５０分間）　担当者　吉川　英夫（細江１団）

	◇目　　　標

· 班長会議・GB訓練・班集会の基本的な流れを理解し、隊集会に向けた班長の果たす役割を実践できるようにする。

· 進歩制度（ターゲットバッジの取得）を意識した班集会・隊集会のプログラム立案が出来るようになる。

◇指導上のねらい

· 班長会議・GB訓練・班集会及び隊集会で班長が果たす役割を理解させる。

· 隊集会の企画に主体的に参画できる力を身に付けさせる。

· 進歩制度を意識してプログラム内容を計画できるようにする。

◇留　意　点

· 「移動キャンプ企画」のセッションと連動した内容とし、前日～当日の体験を活かす。

· 班長として、実際にハンドブックにサインをさせることでターゲットバッジ取得の過程を体験させる。

◇用意するもの

　　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

· スカウトハンドブック、スカウト歌集（各自持参）

· 黒板&マグネット×4セット・・・発表時の模造紙掲示用

　　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

· 「移動キャンプ企画想定文」・・・キャンプ企画セッションから流用

· 「月間プログラム作成の流れ」　<Chart-5>

· 「隊集会プログラム（例）」　<Chart-8>

· 「隊集会プログラム」　（模造紙または記入用ブランク用紙）

· 「菊スカウト面接申請書」

· 「班集会実施計画書」（記入用ブランク用紙）

· 班長会議編成表・・・参加スカウトの状況により現地で作成

◇そ　の　他




セッションの進め方（３／２２）

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	１５：００

１５：１０
	ソング

　「平和の騎士」　（ＢＳ歌集ｐ．２８）

ハイキング感想発表・・・各班２～3名ずつ


	スカウト歌集（各自）

スカウトハンドブック

ハンドアウト

模造紙または

記入用ブランク用紙

	展　開
	１５：１５

１５：２５

１６：０５

１６：１５


	月間プログラム作成の流れ　説明（１０分）

班会議～班長会議体験（４０分）

· 夏の隊キャンプ想定の確認

班会議

· 班員の要望まとめ

班長会議（暫定編成で実施）

※全員が各班の班長・次長の立場で会議に参加（４箇所に分かれて班長会議を実施する）

· 隊集会（夏のキャンプ初日･･･9:30～12:00）のプログラム計画／作成

　　　→　模造紙に記入

· 進歩がプログラムに反映されるよう考慮

· 「菊スカウト面接申請書」を配布／説明

隊集会 成案の決定（１０分）

各班の隊集会プログラム案を発表

→　隊集会プログラムを決定

班集会の計画（４０分）

· 隊集会に必要な技能の洗い出し

· 班キャンプ（移動キャンプ）に必要な技能の洗い出し

· 取得できるターゲットバッジのリストアップ

· 妥当性は班付リーダーが判断

· 班集会の計画／立案

· 班集会の実施時間は６０分で計画する


	スカウトハンドブック

（P.53）

ハンドアウト①

「月間プログラム作成の流れ」　（Chart-5）

班長会議編成表
ハンドアウト②

「隊集会プログラム（例）」　（Chart-8）

「隊集会プログラム」

（模造紙または

記入用ブランク用紙）

「菊スカウト面接申請書」

班集会実施計画書

（記入用ブランク用紙）

スカウトハンドブック

	まとめ
	１６：５５
	· 各班の作業進度／内容の確認

· 進度の遅い班は、消灯前までの時間を有効に使うようアドバイスする

· 班長訓練について説明

· 明日のセッションでの展開内容を事前説明


	ハンドアウト①


セッションの進め方（3/23）
	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	９：００


	前日の振り返り
	

	展　開
	９：０５

９：２０

１０：２０

１０：２５
	班集会実施計画の発表（１５分）

· 前日作成した「班集会実施計画書」の内容を口頭で発表

※発表終了後、観音塾から各班の集会場所へ移動

班集会（６０分）

· 各班ごとに実施計画書に基づいて班集会を実施

· 達成したターゲットバッジ細目へ班長がサイン

休憩・準備（５分）

隊集会（６０分）

· 前日決定した実施計画書に基づいて隊集会を実施


	各班の「班集会実施計画書」

スカウトハンドブック

	まとめ
	１１：２５

１１：３０
	全体総括

質疑応答

終了
	


セッションの進め方


	§3/8
	基礎訓練（礼儀）


　　　　13時00分　～　14時00分（15分間×4）　担当者　浜松19団野中　　　
	◇目　　　標

　「スカウトのおきて」の一つである「スカウトは礼儀正しい」という事について

　班長・次長として再認識させる。

◇指導上のねらい

　・スカウトは、規律正しい生活をし、目上の人を敬います。　とは？

　・言葉づかいや服装に気をつけ、行いをただします。　とは？

◇留　意　点

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　　スカウトハンドブック

◇そ　の　他




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	
	初心に返って！

☆スカウトのおきてを言わせる。

　（3.スカウトは礼儀正しい）

ｽｶｳﾃｨﾝｸﾞのルール

①「ちかい」と「おきて」が言える。

②三指の敬礼、ｽｶｳﾄｻｲﾝ・左手の握手が正しく出来る。


	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP10

～11

	展　開
	
	☆下記の3点を体験談等を踏まえ指導する。

POINT1「挨拶の仕方をみにつけさせよう！」

挨拶する気持ちはあっても、きっかけをつかむ事が下手で、言いそびれる事がよくあります。

班長から声をかけ、自然に挨拶が出来るよう仕向けます。※相手を敬う気持ちを表し、時と場合（慶弔など）によって変わることも説明する。
POINT2「言葉づかいに気をつけさせよう！」

話し合いが終わった時等に、さわやかな思いと有意義な結果が残るよう、相手の考えをよく聞き、立場を理解する事を教えます。仲の良い友達同士でも、馴れ合いに陥らず、自分の過ちは素直に謝るよう、礼儀の大切さを指導する。

PINT3「ｽﾏｰﾄﾈｽを心掛けよう！」

ユニホームを身だしなみ良く着たり、言葉づかいや動作などをマナーを守ってきちんとしている事（ｽﾏｰﾄﾈｽ）は、スカウトの品性を高めます。ちょっとした行動にも、その人の人柄や感情があらわれるものです。気配りの大切さを気づかせる。

※ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸのP39－3.に、

今後ｽｶｳﾄ活動や普段の生活でどのように守っていくのか考え書かせる。


	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP39

	まとめ
	
	「一度ちかいをたててスカウトになったら、

　いつもスカウトである」

　☆イギリスのスカウトの大先輩キッチナー卿の言葉

※おきてはスカウト活動の時だけでなく、いつでも、どこでも守ろう！（実践しよう！）


	ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸP13


セッションの進め方


	11/17
	浜松地区進歩課程移行説明会


　　　　　９時　３０分　～　　１２時　００分（　１５０分間）　担当者　　　　　　 　　　
	◇目　　　標

　ＢＳ新進歩課程の内容を理解する。

◇指導上のねらい

　一貫教育におけるＢＳ新進歩課程による各部門のプログラムを認識させる。

　ＢＳ指導者には移行時期を認識させる。

◇留　意　点

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　・プロジェクター

　　・パソコン

　　・説明会資料（パワーポイント）ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ＆紙

　　・移行のためのリーダーハンドブック

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

◇そ　の　他

　※ＢＳ部門の進歩課程の改訂ですが、一貫教育の流れとして各部門の指導者にも

　　参加していただきたいと思います。ＢＳ指導者はもちろんのこと、ＣＳ指導者は

　　上進を見据えて、ＶＳ指導者はスカウトの下積みになっているものを理解して

　　活動に活かして欲しいと思います。




セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	9:00

9:20
	受付

開会式


	

	展　開
	9:30

10:10

10:25

10:40

11:20

11:50

12:00
	新進歩課程について（４０分）

1 経緯

2 概要と考え方

3 改訂の詳細

4 規定の改定項目

5 班の活動

6 班長の役割

質疑応答（１５分）

休憩（１５分）

移行読み替え表の作成（４０分）

事例報告（１０分×３）

・取り組み方法の紹介

・問題、課題の紹介

質疑応答（１０分）

閉会式・解散


	移行の為のﾘｰﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

ﾊﾟｿｺﾝ

移行の為のﾘｰﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ
浜松12団、浜松14団、

細江1団



	まとめ
	
	
	


キャンプファイア（営火）について

2004年3月7日

浜松地区班長訓練野営（前期）資料

はじめに

キャンプの夜の楽しさは、静かな闇につつまれた大自然の中に燃えるキャンプファイアにあるといえます。

隊全体で行うキャンプファイアも、班や小人数で囲むたき火も、それぞれ火を通じての「まどい」（= 仲良く楽しむ）の場であり、心のふれあいによりグループの共同精神を高め、友情を育てる大切な場です。

楽しいキャンプファイアは、きっと生涯忘れることのできない良い思い出となるでしょう。

1． キャンプファイアの種類

(1) 儀式的なキャンプファイア

(2) 懇談的なキャンプファイア

(3) 親睦的なキャンプファイア
2． キャンプファイアに適した場所

(1) キャンプサイトから離れたところ

(2) 静寂な雰囲気の出せるところ

(3) 大きな樹木で囲まれ、参加人員に応じた平坦な空き地があるところ

(4) 自分たちだけであること

(5) 風が吹きさらさず、湿気の無いところ

(6) うるさい虫の来ないところ

(7) 火が周囲や上の方に燃え移る心配のないところ

(8) 燃料のまきを準備しやすいところ

(9) 他からキャンプファイアの場所が見えないところ

(10) 近くに電灯などがついていないところ
· 鳥の声、せせらぎの音、波の音など、自然の伴奏があればなお良い

3． キャンプファイアの役割と分担

(1) ファイアーチーフ　（営火長）

キャンプファイア全体の中心となる。野営長などにお願いする。

点火、開会･閉会の宣言や夜話を担当し、上席に位置する。

· 上席は真北の方角＝北極星の方向が良いとされている

(2) エールマスター　（司会者）

ファイアーチーフの考えを形にするよう、プログラムの進行・展開をする。

進行に間断をつくらないよう、臨機応変な処置をする。

・・・キャンプファイアが成功するかどうかの鍵をにぎっている。
(3) ファイヤーキーパー　（火守り）

キャンプファイア中の火の管理をする。２～４人で分担する。

まきの用意、場所づくり、まき組み、点火の準備を担当することもある。

出し物の内容に応じて火力の調節をする。

終了後には火の後始末や周辺の清掃、忘れ物・落し物の点検をする。
4． キャンプファイアのプログラム

(1) 構成

1 儀式

2 歌、劇、踊り・アクションソング、
ゲーム

3 夜話
(2) 出し物の順番

営火場へ入場して着席したら点火の儀式を行う。

その後は終了～退場までエールマスターの指示で進行する。

· エールマスターは各班の出し物の内容を確認して順番を決めておく。同じ出し物が重ならないように調整する。

＜順番の組み方＞

· 興奮するもの、にぎやかなものは初めの方にする

· 静かなものは終わりの方で

· 本部・主催者側のものは終わりの方にする　（営火劇＝リーダーのスタンツ等）

· 夜話は最後にする

(3) ソング・スタンツについての注意事項

· 恥ずかしがらずに、しっかりやる　　そのために練習をしておく

· 歌詞やセリフは必ず覚える・・・紙に書いておいても暗くて読めない

· キャンプファイアの雰囲気に合う出し物にする。営火にふさわしくない出し物（ストーリー）にならないようにする。

＜ふさわしくないものの例＞

· 下品なもの

· 指導者をからかうもの

· 政治・思想・職業・宗教を批判したり、からかったりするもの

· 暴力的な言葉や演技

· 登場人物が死んでしまうストーリー　・・・生き返るなら良い

· 笑わせるための無理なギャグやセリフは逆効果になる。

· 演技の時間が長くなり過ぎないように。　・・・５分程度で終わらせる

· 火との位置関係に注意して、みんなに見える場所で演技する。

· 扮装は有り合わせのものを活用し、細かいところにこだわらずに動作で表現する。

· 木、竹、食器などを鳴らすことで音の効果を上げても良い。

· 小道具に本物の刃物は使わない。

· 班の全員が必ず参加する。

5． キャンプファイアの演技と効果

(1) 全体的にリズムがあるように心がける

(2) キャンプファイアの雰囲気に合う出し物にする

(3) 唯一の照明である火をうまく利用する

(4) プログラムの内容に合わせて火の強弱を調節する

6． その他の注意事項

(1) 営火場では懐中電灯を点けない

(2) 他班の出演中に私語や自分たちの出し物の相談をしない

(3) 終わったあとは興奮を持ち越さない（気持ちを切り替える）

(4) どんな場合でも規律をまもる
隊集会プログラム

　　　　　　　　　　　　班

	集会日時
	2003年3月22日（月）　10:25～11:25
	集会場所
	みどりの郷野営場

	テーマ
	
	当番班
	班


	項目
	時間
	担当者
	内容
	準備品

	開会前
	10:2０
	
	
	

	開会

セレモニー
	10:25
	
	
	

	
	
	
	
	

	閉会

セレモニー
	11:15
	
	
	

	閉会後
	11:25
	
	
	


セッションの進め方


	C1
	移動キャンプ企画　(3/21)


　　　　１４時３０分～１７時００分（１５０分間）　担当者　西村　清矢（１２団）
	◇目　　　標

　基本的なキャンピングの技能を修得する

◇指導上のねらい

　・キャンプ目的

　・キャンプ安全確保

　・キャンプ基本技能

　・キャンプ装備

　を理解させ

　・班キャンプを計画

　できる　１級スカウトを育てる

◇留　意　点

　キャンプ企画手順を、順に行い、プログラムを実行するだけではなく

スカウト自ら「企画する」活動に　目覚めさせる

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　・スカウトハンドブック　,ソングブック（各自　持参）

　　・模造紙（計画発表用）　（本部、各班）

　　・掲示板（計画発表用）　（本部、各班）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）

　　・移動キャンプ企画　想定文

　　・いなさ湖周辺地形図

　　・静岡県立観音山少年自然の家　自然観察案内図

　　・実施計画書書式

◇そ　の　他

· １級進級科目１－１～４、

· ターゲット科目：キャンプ企画Ｅ１－１～６、

　　　　　　　　　　キャンプマネジメントＥ７－５、食料Ｆ１－２

　（注：3/22の下見：キャンプ企画Ｅ１－４、キャンプクラフトＥ３－１

　　　　　　　　　　自然愛護Ｇ１－１）


セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	14:30

14:40
	キャンプソング

持ち物確認

　模造紙配布


	ソングブック（各自）

ｽｶｳﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

模造紙

掲示板

	展　開
	14:50

15:20

15:30

15:50

16:20
	移動ｷｬﾝﾌﾟ企画準備（30分）

・ｷｬﾝﾌﾟ企画手順説明　（5W1H）

・ｷｬﾝﾌﾟ企画想定提示

14 日時（集合、解散）

15 役務分担（会計、備品、記録、食料、安全）

16 ｷｬﾝﾌﾟﾒｲﾝﾃｰﾏ決定（実施計画書記入）

休憩（１０分）

移動ｷｬﾝﾌﾟ企画作成（55分）

17 地図にて移動ｷｬﾝﾌﾟｺｰｽ（模造紙）

18 タイムスケジュール　（模造紙）

19 下見実施計画
（コース、サイト、トイレ、ゲーム）下見時間　（ハンドアウト）
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· 移動キャンプ企画想定文

· いなさ湖周辺地形図

・静岡県立観音山少年自然の家　自然観察案内図

・実施計画書書式



	まとめ
	16:50
	モデル発表（良くできている班）


	


セッションの進め方


	C1
	移動キャンプ企画コース下見　(3/22)


　　　　９時３０分～１５時００分（３３０分間）　担当者　西村　清矢（１２団）
	◇目　　　標

　基本的なキャンピングの技能を修得する

◇指導上のねらい

　・キャンプ目的

　・キャンプ安全確保

　・キャンプ基本技能

　・キャンプ装備

　を理解させ

　・班キャンプを計画

　できる　１級スカウトを育てる

◇留　意　点

　キャンプ企画手順を、順に行い、プログラムを実行するだけではなく

スカウト自ら「企画する」活動に　目覚めさせる

◇用意するもの

　　＊教　　具（セッションに用いる器具）

　　・スカウトハンドブック　,ソングブック（各自　持参）

　　・模造紙（計画発表用）　（本部、各班）

　　・掲示板（計画発表用）　（本部、各班）

　　＊ハンドアウト（補助的に教えることがら、配布物）…２１日配布済

　　・移動キャンプ企画　想定文

　　・いなさ湖周辺地形図

　　・静岡県立観音山少年自然の家　自然観察案内図

　　・実施計画書書式

◇そ　の　他

· １級進級科目１－１～４、

· ターゲット科目：キャンプ企画Ｅ１－１～６、

　　　　　　　　　　キャンプマネジメントＥ７－５、食料Ｆ１－２

　（注：3/22の下見：キャンプ企画Ｅ１－４、キャンプクラフトＥ３－１

　　　　　　　　　　自然愛護Ｇ１－１）


セッションの進め方

	進　行
	時　間
	内　　　　　　　　　　　　　容
	備　考（準備品等）

	導　入
	9:30

9:40
	キャンプソング

持ち物確認

　下見実施計画


	ソングブック（各自）

ハイキング装備



	展　開
	9:50

11:20

12:20

14:00


	移動ｷｬﾝﾌﾟ企画下見（250分）

　下見ハイキング

　　・コース図

　　・課題

　サイト到着

昼食

　　・サイト図作成

　ハイキング

　　・コース図

　　・課題

帰着

移動ｷｬﾝﾌﾟ企画作成

　　・２泊３日献立（模造紙）


	· 移動キャンプ企画想定文

· いなさ湖周辺地形図

・静岡県立観音山少年自然の家　自然観察案内図

・実施計画書書式



	まとめ
	14:30

15:00
	各班発表

終了


	


班集会実施計画書

　　　　　　　　　　　　　班

	集会名
	３月第1回班集会
	責任者
	（班長氏名）

	日時
	2003年3月22日（月）　９：２０～
	場所
	みどりの郷 野営場

	テーマ
	

	プログラム
	９：２０

１０：２０
	集合

ターゲットバッジ細目へのサイン・・・班長

解散
	該当する

ターゲットバッジ



	必要装備
	
	必要経費
	

	伝達・予定
	

	備考
	

	隊長承認
	


【キャンプ企画のやり方】








１：何をやりたいか→実施内容（what）


２：そのテーマは→実施目的（why）


３：いつやるか、できるか→日程（when）


４：どこでやるか、できるか→場所、コース（where）


５：誰が、やれるか、→参加者、役割分担（who）


６：どのようにやるか→持ち物、実施内容詳細、安全配慮（how）


７：いくらかかるか→費用（how　much）








